
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度（後期） 行事予定表 
※学内における諸事情により、予定を変更することがあります。 

  

Koka TIMES 平成 27 年 10 月 1 日（第 16 号） 

大学 
 

行 事 日 程 

10 

月 

防災訓練 9日（金） 

教育懇談会 5日（月）～16日（金）

AUT祭（大学祭） 10日（土）、11日（日）

12 

月 

１級課程 企業説明会 3日（木）、4日（金） 

学生冬期休業 24日（木）～ 

1 

月 

学生冬期休業 ～6日（水）

定期試験 25日（月）～ 

2 

月 

定期試験 ～1日（月）

4年 卒論提出期限 1日（月） 

成績発表 10日（水） 

3年 卒研ガイダンス 10日（水） 

4年 卒業研究発表会 12日（金） 

3 

月 

4年  卒業判定結果発表 7日（月） 

卒業証書・学位記授与式 14日（月） 

 

短大 
 

行 事 日 程 

10 

月 

防災訓練 9日（金） 

教育懇談会 5日（月）～16日（金） 

1年 就職模試① 16日（金） 

AUT祭（大学祭） 10日（土）、11日（日） 

1年 CS教育講座 30日（金） 

2年 社会研修 30日（金）、31日（土） 

11 

月 

1年 面接指導 13日（金） 

１年 就職模試② 27日（金） 

12 

月 

1年 学内企業説明会 3日（木）、4日（金） 

2年 定期試験 8日（火）～10日（木） 

1年 中古自動車査定士試験 9日（水） 

2年 成績発表 16日（水） 

学生冬期休業 24日（木）～ 

1 

月 

学生冬期休業 ～6日（水） 

1年 定期試験 28日（木）～  

2 

月 

1年 定期試験 ～3日（水） 

1年 成績発表 8日（月） 

1年 販売士検定試験 17日（水） 

2年 卒業判定結果発表 22日（月） 

3 

月 

卒業証書・学位記授与式 14日（月） 

2年 整備士登録試験 20日（日） 

 

大学院 
 

行 事 日 程 

10 

月 

防災訓練 9日（金） 

教育懇談会 5日（月）～16日（金）

AUT祭（大学祭） 10日（土）、11日（日）

12 

月 
学生冬期休業 24日（木）～ 

1 

月 

学生冬期休業 ～6日（水）

博士：論文審査申請期限 13日（水） 

博士：審査会・公聴会 28日（木） 

2

月 

修士：論文審査申請期限 5日（金） 

修士：審査会・公聴会 16日（火） 

3 

月 
卒業証書・学位記授与式 14日（月） 

 

ＡＵＴ祭  
 

10 月10 日（土）・11 日（日） 午前10時～午後4時  大学祭のご案内 

いずれも 

観覧無料 

ハマカーン Hi-Hi 

ビックスモールン dela 2forPLANET 

10 日（土） 

★ ミッキーハウス（キッズダンス）12：30～ 

★「dela」ライブ 14：30～ 
 
11 日（日） 

★ AUT 文化講演会「君も宇宙に行ってみない？～超小型人工 
  衛星で挑む宇宙～」 講師：西尾正則 教授 

★「2forPLANET」ライブ 14：00～ 

★ じゃんけん大会 15：00～ 

★ お笑いライブ「ハマカーン」「Hi-Hi」「ビックスモールン」15：30～ 
 
両日共通 

★学科展 ★ラジコンカー走行体験 ★模擬店 ★各種ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●教育改革：本学の個性   ●今、工科大の研究室が熱い！ 

●種子島ロケットコンテストで準優勝   ●各センターからのお知らせ 

●平成 27 年度行事予定表（後期） 

Koka TIMES 
AICHI UNIVERSITY OF TECHNOLOGY 

AICHI UNIVERSITY OF TECHNOLOGY AUTOMOTIVE JUNIOR COLLEGE 

－ 心を磨き、技を極め、夢に挑む。 － 

 
平成 27 年 10 月 1 日（第 16 号）

K 耐久レース 軽快な走りで２度目の優勝 

アメリカで開催された自律ロボット大会で２位 

編集／発行 

愛 知 工 科 大 学 

愛知工科大学自動車短期大学 

入試広報センター 
〒443-0047 
愛知県蒲郡市西迫町馬乗 50-2 
TEL.0533-68-1135 
URL.http：//www.aut.ac.jp/ 

2015Ｋ耐久東海シリーズ 
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 9月 27日（日）、スパ西浦モーターパ

ークで行われた 2015Ｋ耐久（軽自動車

耐久）東海シリーズ 第4戦 4時間耐久

レースに2台のアルトで参戦し、優勝と

4位入賞の好成績を挙げました。 

 参戦したのはＫＮＮクラス（ノーマル

クラス）。エンジンの改造ができないため、

ノーマルでの性能をいかに引き出すかが

勝利のカギとなります。2 台のアルトは、

学生の手によるエンジンをオーバーホー

ルした調整と、ドライバー学生の運転技

術を加味した足回りセッティングで、バラ

ンスの良い車に仕上げました。 

 当日の天気は曇り。路面はドライと絶

好のコンディションで予選（1周のタイム

を競う）がスタート。カーナンバー⑬ア

ルト 1 号は安定した走りで 1’10.664 の

タイム、2位のスタート位置になりました。 

 

 

 

 

アメリカ・ネバダ州ブラックロック砂漠

で行われた ARLISS（A Rocket Launch for 

International Student Satellites）2015は、

ロケットから放出されたローバ（ロボット）

が自律的に降りて走行し、ゴールを目指す

大会です。9月13日（日）～18日（金）、

東京大学、東京工業大学、慶応大学、ソ

ウル大学、カイロ大学、カリフォルニア

大学など国内外17大学26チームが参加

して行われ、本学のSTELA（宇宙技術研

究部）は5回目の出場をしました。 

 大会初日、風が強く一時は砂嵐。この

ため、ロケット打ち上げを見送りました。 

2日目、前日からの強風が続く中、打ち

上げるチームもありましたが、ロケット

のトラブルや、風に流されてロストする

トラブルが続出。そこで、本学チームは、

打ち上げを断念し、急遽、材料を調達し

てこの風に合った新規のパラシュートを徹

夜で製作しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

カーナンバー⑫アルト2号は、混戦から

他車と接触してスピン、体制を立て直し

て再チャレンジし、1’11.841のタイム

で4位のスタート位置でした。 

決勝は4時間中3分間のピットインを

必ず4回行うルール。わずか3分ですが、

ピットイン中に走行する他車と、およそ

3周差がつくため、3分を超える作業時間

を極力縮めることが勝負のカギでした。 

決勝、2台は好位置からのスタートで軽

快に走り出しました。レース中盤は、他

チームのピットインと、ドライバーの体

力消耗を考慮してピットインを指示。ド

ライバー交代、点検などをスムーズにこ

なし、3分でのピット作業に徹底しました。

レース後半は、他車がタイムを落とす中、

カーナンバー⑬アルト 1 号は、安定した

走りを続け、スタート直後に奪った1位 

 

 

 

 

 3日目、強風は変わりませんが、時折晴

れ間がのぞく天候でした。日程の残りが

少ないため、ロケット打ち上げを決行。

上空で放出されたローバは、風に流されて

地面に強打。その衝撃でトラブルが発生し、

パラシュートの分離ができませんでした。

学生たちがローバを回収して原因を確認

したところ、ローバを包み込むケースの再

製作が必要と判断し、急いで製作に取り掛

かりました。 

 最終日、強風が和らぎ天候回復の兆しの

中ロケットを打ち上げ。パラシュートの

展開にも成功しましたが、風に流され行方

不明に。ローバから発信される電波をた

どり捜索。すると、おかしな動きをして

いるローバを発見。ローバは、タイヤの

固定ナットの一部がはずれながらパラシ

ュートから 80m ほど離れた位置を走行し

ていました。その後、ぎこちない動きで

走り続けたローバ。ついには走行不能に 

 

 

 

 

 

 

 

  

のポジションを守り抜いてゴール。カー

ナンバー⑫アルト2号は、レース中盤に

一旦順位を落とすものの追い上げ、4 位

でゴールしました。 

昨年、2014第5戦ＫＮＣクラス（ター

ボ無しの改造範囲が少ないクラス）優勝

に続くＫＮＮクラス（ノーマルクラス）

優勝の2クラス制覇は、ドライバー、ピッ

トクルー、計測、サインボード出しなど、

全てを学生が行い一丸となって戦った

チームワークによるものです。学生のポ

テンシャルの高さに驚かされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なりましたが、走行ログデータは完全に

記録できていました。 

状況に合わせて改良・製作する決断

力・実行力が功を奏し、昨年を上回る2

位を獲得することができました。他チー

ムからは、「現地で、しかも短時間でよ

く作れるね」と感心の声が。あきらめず

に最後までやり遂げて、結果に繋がった

ことが、学生達の大きな自信になったと

思います。今後の活躍に期待です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年もスゴイ！ 

Ｋ耐久レースで優勝、ＡＲＬＩＳＳで世界２位 
CHALLENGE 

SPIRIT 

軽快な走りで昨年に続き 2 度目の優勝 

ロケットから放出の自律ロボット、世界２位 
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研 究 室 訪 問 
- 電子制御・ロボット工学科 西尾研究室 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．深宇宙通信実験機「しんえん２」 

「しんえん２」は、地球から 200 万 km 以上離れた深宇

宙との通信実験をめざした宇宙機で、九州工業大学と共

同開発しました。直径約 50 センチの多面体の形を持ち、

質量は約 17 kg です。惑星探査機「はやぶさ２」の小型

副ペイロードとして 2014 年 12 月に打ち上げられ、太陽

を周回する軌道に投入されました。搭載された送信機の

送信電力は 0.8 W と、少し前の携帯電話の送信電力と同

じ程度です。地球に到達する電波は「しんえん２」が地

球から離れるにしたがい、距離の二乗に反比例して急激

に弱くなります。通信方法を工夫し、地球から 230 万 km

の距離（地球と月の距離の約 6 倍）まで信号を捉えるこ

とに成功しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究室は、今年 4 月に発足しました。航空宇宙の中

心地・愛知県において、新たな宇宙への挑戦を始めよう

と考えています。作ってみたい、使ってみたい、見てみ

たい、など宇宙に興味を持ったら一緒に挑戦しましょう。

<超小型衛星による宇宙への挑戦＞ 

2003 年、東京大学の XI-IV、東京工業大学の CUTE-1 を

含む 6 機のキューブサット（10 センチ立方の超小型人工

衛星）がロシア共和国プレセック宇宙基地から打ち上げ

られました。日本の 2機はその後 10 年以上宇宙で動き続

けています。 

世界初となる成功から2年後の2005 年、既存の人工衛星

を利用して地球大気の観測を行っていた私たちの研究グル

ープも、独自衛星の開発をスタートさせました。2010 年に

は 1号機 KSAT（愛称、ハヤト）を学生と地元企業の人たち

とで作り上げ、HⅡ-A ロケットにより打ち上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

この衛星を含め、私たちの研究・開発グループは、こ

れまでに計 6 機の衛星の開発に関わってきました。以下

では、そのうちの３つ（KSAT、KSAT2、および「しんえん

２」）について紹介します。 

 

１．キューブサット KSAT、KSAT2 の開発 

KSAT は、1辺 10 センチの立方体にパンタグラフ式の伸

展ブームを取り付けた形を持ち、質量は 1.48 kg です。

金星探査機「あかつき」の小型副衛星として 2010 年 5 月

に打ち上げられ、高度 300 km の円軌道に投入されました。

KSAT は、放送衛星からやってくる電波の周波数に近い 13 

GHz という周波数の電波で地上との通信を行うことに、超

小型衛星で初めて挑戦。衛星から送られてくる電波を捉

えることには成功しましたが、当初の目的である大気の

観測には至りませんでした。 

KSAT2 は、KSAT の結果を徹底的に分析し、改良を加えて

開発しました。KSAT2 は、地球観測衛星 GPM の小型副衛星

として 2014 年 2月に打ち上げられ、高度378 km の円軌道

に投入されました。この衛星では、設定した 7 つの任務の

うち 5 つを達成できました。この中には、超小型衛星では

世界で初めてとなる 2 つの成果（13GHz での通信成功、地

上-衛星間の信号同期運転の 2つ）が含まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西尾正則 
教授・博士（工学） 
 

［専門] 宇宙電子工学／大気科学／ 

宇宙科学／電波天文学 

［経歴] 名古屋大学空電研究所 

国立天文台電波天文学研究系 

鹿児島大学理工学研究科 

 

Profile 

KSAT KSAT2 

しんえん２ 
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「研究から部活まで・・・・・・・

各種ものづくりを支援します！！」 

を合言葉に、本学での卒業研究・サー

クルや部活動の支援と並行して、広く

地域社会に開かれた「ものづくり工作

センター」を目指して活動を展開して

います。 

本年度は、1 号館 1 階のものづくり

工作センターに最新鋭のバンドソー

マシンが設置されました。（写真参照） 

これにより、金属加工がより楽になり

ました。 

 

 

 

○6号館閲覧室の変更について 

東側：新聞・雑誌コーナー 

6 号館閲覧室の入口近くに、新聞、雑

誌などを気軽に閲覧できるコーナーを

設けました。この区画に限り、蓋付きの

飲料の持込みを可とします。但し食品の

持込み、館内での食事は禁止です。 

西側：ラーニングコモンズ 

6 号館閲覧室の奥にもグループ学習

向けのラーニングコモンズを設置しま 

 

 

 

 

就職活動の早期化を是正して学生の

学習環境を確保する必要から、就職活動

の解禁は12月から 3月に、採用試験の

開始は4月から8月へとそれぞれ繰り下

げられました。また、内定日はこれまで

通り10月 1日としていますので学生に

とっては短期の決戦となりました。本学

の 8 月末調査では 65％の学生が内定を

いただき、7月末でも既に50％の学生が

内定を保有しておりました。本学が実施

したアンケートでは、今回の日程変更を

企業が「守っている」「ある程度守って

いる」と答えた学生は 47％です。さら

に、後ろ倒しによって余裕ができた時間

の活用では、「学習や研究」と答えた学

生は43％となっております。「学習や研

究以外」と答えた中身はアルバイトと就

職活動に費やしている学生が大半を占

めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他に、ものづくり工作センターには、

木材の加工・電子工作等ができる設備も

備えています。 

また、6号館1階の機械工作室には金属 

 

 

 

した。4 号館同様、講義や自習等にご

活用ください。学会発行の学術雑誌、

外国雑誌も西側奥にあります。 

ラーニングコモンズ、新聞・雑誌コー

ナーの設置に伴い、他の利用者の迷惑

にならない場合に限り 6 号館閲覧室で

の会話を可とします。 

4 号館、6号館ともに、講義で使用し

ている時間は、自習をご遠慮いただく

場合があります。電子掲示板の案内を 

 

 

 

3 月解禁の足並みは揃いましたが、

採用試験の日程は各社バラバラで、こ

れまでの大手企業⇒中堅企業⇒中小

企業の応募順序が崩れ、中堅・中小企

業が先行する形で始まりました。企業

ではリクルータによる面談などの学

生の囲い込みが進み、内定辞退を危ぶ

む企業では、新語となった「オワハラ」

による学生への内定承諾の強要など

も指摘されました。一方で、後ろ倒し

となったことで、インターンシップを

積極的に受入れて採用活動の母集団

形成を促進する企業の動きは、本来の

目的とは異なっても、学生の業界・企

業研究や職業体験の機会が増加した

ことにもつながっております。 

また、グローバル人材の増加をねら

いとした留学生の帰国時期（6 月）に

配慮した採用試験日程では一定の成

果があったとも言われております。 

 

 

加工を行うための旋盤・フライス盤・

ボール盤等が数多く設置され、こちら

もよく利用されています。 

なお、本年度の「工作機械・電動工

具取扱い安全講習」は、7 月 3 日から

9月 4日の間で 4回実施され、延べ 18

名の学生に修了証を発行しました。 

 今後も、ＡＵＴ祭(大学祭)、蒲郡市

のごりやく市、商工会議所からの依頼

講座等への支援・協力を行う予定とな

っています。ものづくり工作センター

を気軽にご利用ください。 

 

 

 

ご確認下さい。 

○新規受入図書 

平成27年度、8月までに 47点の新規

図書を受入れました。また 10月までに

図書、視聴覚資料、楽譜等約 105点が入

ります。新着図書は書架番号 3番に配架

いたします。どうぞご利用下さい。 

○図書館開館時間 

平日 9：00～20：30 

土曜 9：00～17：00 

 

 

 

中部学生就職連絡協議会連合会「大

学と企業の就職研究会」における一部

会では、昨年までの 12 月解禁 4 月選

考開始を支持する関係者が圧倒的で、

次いで、今年の 3月解禁はそのままに

して、6 月辺りの選考開始を望む声が

多かったようです。 

 まだ未内定の学生もいることから、

就職活動の後半戦に向けてのスケジ

ューリングと、ミスマッチのない就職

活動を支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリアセンター 

図書館 

ものづくり工作センター 

■ 就活2016 序盤戦を振り返る 
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愛知工科大学は、その使命「学園建学

の精神に則り、未来を創る夢に挑み、夢

の実現によって社会に貢献する」に則し

て教育目標を「自立と夢の実現」と定め、

学生一人ひとりが自らを変え、それぞれ

の「自立と夢の実現」に向けて成長し続

けるエンジニアとなるよう教育に取り組

んでいます。 

そのための取り組みの総体が AUT 教

育です。その特色は、確かな土台（総合

力と実践力）と優れた職能（設計力と製

作力）を併せ持つ人材の育成を、教育の

原点（教員と学生の信頼）と工学の原点

（工学は必要に発し、必要に応える学

問）に立って行うところにあります。前

者については、教員自らが教育指針「心

を磨き、技を極め、夢に挑む」の体現者

になるべく努めることによって、また後

者については、企業と連携した実践的教

育によってそれぞれ行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

機械システム工学科 荒川俊也准教授

の投稿論文が「産業応用工学会 2014 年

度論文賞」を受賞しました。 

産業応用工学会は、製品化を視野に入

れた応用研究からプロトタイプの製作、

製品開発までを領域とし、その領域にお

ける研究、開発を推進する学会において、

産業応用工学会論文誌に掲載された論

文「出会い頭衝突防止立体音響警報の認

知判断に基づく効果検証」が産業の発展

に多大な貢献をしたと認められ授与さ

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AUT教育が動き出してまだ3年であり、

「かえる大学」を標榜し、「学生を変え

る、学生が変わる」ことを目標に試行錯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤で進んでいますが、手応えは少しずつ

ながら得られつつあります。 

今後の成果にご期待下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

刈谷市の企業、ケーアンドエス社とス

テアリング一体型連続血圧計測システム

を開発し、中日新聞に掲載されました。 

本システムは、ステアリングをしっか

りと握った状態で血圧と心拍を連動的に

測定できるシステムです。日々の体調管

理などのヘルスケア用途だけでなく、血

圧を基にしたドライバ状態検出・推定・

制御システムなど、予防安全システムへ

の展開も期待されます。 

今後は、本システムの車載適用を意識

して研究開発を進めていく予定です。 

Koka TIMES 平成 27 年 10 月 1 日（第 16 号）

1. 機械システム工学科 荒川研究室 

今、工科大の研究室が熱い！ 

新聞・テレビが取材した３つの研究室 
研究

室発

産業応用工学会 

2014 年度論文賞を受賞 

運転中に血圧測定 

連続血圧計測システム 

「自立と夢の実現」 

本学の個性：エンジニアを育てる実践教育 
教育

改革
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ＶＲクリエイティブアワードは、ＶＲ

（バーチャルリアリティ：人工現実感）

領域の協働を創造する一般財団法人

ＶＲコンソーシアムが、ＶＲ業界を牽

引するＶＲ作品やクリエイターを発

掘し、認知度向上や活動の支援などを

目的に開催するもの。今回は、応募総

数140点の中から6点が入賞しました。 

 

 

 

 

津波や高潮、豪雨などの水害が想定さ

れる場所で、周囲360度の浸水状況を疑

似体験できるスマホ用アプリを板宮研究

室が開発。スマホに簡易型ヘッドマウン

トディスプレイを装着し、スマホのカメ

ラで映すリアルタイムな風景や事前に撮

影した360度画像に、3D-CGでリアルな水

面を重ねて表示します。水位が高くなる

方向を向くと「この先危険！」と表示さ

れ、現在地の水害発生状況を直感的に理

解でき、防災意識の向上に役立ちます。 

5月31日（日）、蒲郡市拾石地区におい

て、住民を対象に実証実験を行いました。

アプリを体験した市の防災担当者や町内

会の皆さんは、自宅の周辺や公園、川沿 

 

 

 

 

 

 

6月に改正道路交通法が施行され、自

転車の交通ルールが見直されました。そ

こで、テレビ局より改正された点をわか

りやすく解説するため、実験検証の依頼

がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞作品の「津波体験ドライビング

シミュレーター」は、ヘッドマウント

ディスプレイとハンドル／ペダルを

用いて、市街地を運転中に津波に遭遇

した際の状況を疑似体験できます。各

審査員は、「津波の怖さを誰もが体験

できる秀逸なコンテンツ」「メッセー

ジ性がある」「忘れられた災害が、他

人事ではなく自分の事として伝わっ

てくる」と評価しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

いなどを訪れて表示内容を確かめながら、

身近にある危険な場所を確認していまし

た。参加者からは、「災害の怖さが改めて

実感できました。子どもの遊び場にも危

険があることが分かったので、子どもた

ちと避難場所などを話し合っておきたい

です。」との声も聞かれました。この様子

は、ＮＨＫ「ニュース 7」、朝日新聞で紹

介されました。 

また、7月27 日（月）には、国土交通

省中部地方整備局庄内川河川事務所主催 

 

 

 

 

ＮＨＫ Ｅテレの10代向け番組「Rの

法則」では、自転車運転中のイヤホン使

用の危険性を実験検証しました。番組で

は、カナル型イヤホンを両耳に装着およ

び片耳に装着して好きな音楽を聴く場

合、どんな影響が出るか？を出演者と研

究室の学生で検証しました。 

結果、片耳であっても、後続車の認知

が遅れる、サイレンなどの音の発生方向

を左右間違うといった危険性がわかり、

イヤホンを使用しながらの自転車運転

は危険性があることを伝えました。 

また、ＢＳ-ＴＢＳ「まるわかり！日曜

ニュース深堀り」の特集企画「自転車の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のイベントで、清須市立西枇杷島小学校

の5年生60名が、アプリを体験しました。

東海豪雨（2000年9月）から今年で15年。

被災経験のない小学生に、浸水状況を疑

似体験させ防災喚起を図りました。アプ

リを用いて校庭を見ると、浸水域が実際

の風景に重なって表示されます。児童た

ちは「みんなが水に浸かってて、すごく

怖かったです。」「水害に備えたいです」

などと話していました。この様子は、Ｎ

ＨＫテレビ「午後のニュース」「ほっとイ

ブニング」などで紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

危険運転」においても、小塚教授と研究室

の学生が「自転車運転中のイヤホン使用に

ついて」実験検証し、視線の動きなどの解

析結果から、周囲の音が聞こえないだけで

なく視覚にも影響がでることがわかり、イ

ヤホン装着運転の危険性を伝えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 情報メディア学科 板宮研究室 

ＶＲクリエイティブアワード 2015 

インタラクティブ部門賞を受賞 

「アプリで水害体験」 

地域防災にも貢献 

3. 情報メディア学科 小塚研究室 

道路交通法改正に伴い 

テレビ各局より実験検証の依頼 

ＮＨＫ「Ｒの法則」（6 月 29 日放送） 

ＢＳ-ＴＢＳ「まるわかり！日曜ニュース深堀り」

（8月23日放送） 
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今日、教育方法のパラダイムシフトが

着実に進行しており、センターは「自立

と夢の実現」という AUT 教育の目標達成

に向けて、教育改革推進の核となり、各

学科、各センター、学務部および短大と

連携して活動しています。授業では、教

員からの知識伝達型から、学生の自主的

学びへ協同学習スタイルを取り入れて知

識の定着を図るように取り組んでおりま

す。大学での学びを円滑に行うには、数学

や物理、化学、英語といった共通基礎科目 

 

 

 

 

昨年6月に「三河中央『人・モノ・地域

づくり』コンソーシアム」が発足して1年

が経ちました。本コンソーシアムは蒲郡市

と幸田町ならびに本学の地域・産学連携

センターが密接に連携し、三河地域での

今後の「ものづくり人材の育成」を目的

とし、「大学の活用」「保有機器の公開」

を積極的に展開しています。 

本コンソーシアム推進協議会の下に

2つの専門部会（人材育成専門部会と大

学活用・地域連携専門部会）を設置して

おり、大学活用・地域連携専門部会会長

の大西地域産学連携センター長を筆頭

に半田機械システム工学科准教授、田宮

電子制御・ロボット工学科准教授が参画、

蒲郡市、幸田町から1名、蒲郡商工会議 

 

 

 

 

○授業録画配信システム運用開始！  

「やむをえず欠席してしまった授業

を後日受けたい。」「授業中に理解できな

かった説明をもう一度聞きたい。」「試験

前に授業内容の再確認をしたい。」この

ような学生の皆さんの要望に応えるべ

く、工学部では学生の自主的な学びの実

現のために、一部の授業を録画し視聴で

きるシステムを平成 27 年度前期より導

入しました。 

録画した授業内容は大学内のサーバー

に蓄えられ、学内のパソコン、持込みの

ノートパソコンやスマートフォン、また、 

 

 

をよく理解していることが前提となりま

すが、誰もが難無く勉学に耐えて行ける

わけではありません。センターの学習支

援では、一人ひとりの学力レベルや目標

に応じて、基礎科目を納得行くまで学ぶ

ことができます。逆に高度な内容を深く

学習したいというチャレンジ精神の高い

学生にも対応して支援しています。 

9 月より英語教育担当の江口朗子准教

授が着任されました。英語を学ぶときの

習得過程の研究が専門ですので、その成 
 

 

 

  

所、蒲郡鉄工会、幸田町商工会からも1名

ずつご参加を頂いています。 

 7月2日（木）には幸田町の「幸田もの

づくり研究センター」が本学のテクノゆめ

トピア館3階に開設され、ものづくり人材

育成、改善インストラクター育成、経営改

善指導、起業・新産業創生支援等の推進を

予定しています。すでに、ものづくり改善

インストラクター育成スクール事業が9月

から12月にかけて延べ17日の予定で開始

され、地元企業の方々が参加されています。

本研究センターの取組み内容については、

http://2015kmrc.weebly.com/をご覧く

ださい。 

蒲郡市とは連携による新技術・新ビジネ

スの促進を目的とした、がまごおり産学官 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅にインターネット環境があれば自

宅のパソコンでも視聴する事ができま

す。ぜひ日々の学習にお役立てください。 

授業カタログのＵＲＬおよび視聴に

必要なＩＤとパスワードは、対象科目の 

 

 

果を活かした教育で皆さんの英語学習に

も弾みがつくものと期待しております。 
また、センターには米国人教員が常駐し

ていますので、多くの学生が英会話の個

別指導を楽しそに受けています。 

東三河・浜松地区高大連携協議会主催

のラーニングフェスタ2015では、安井講

師が科学的筋力トレーニングの講演を行

い、関心を引きました。FD 講演や各種

セミナーなどを通じて、さらなる授業改

革に取り組んでいます。 
 

 

 

 

ネットワーク会議の総会が8月5日（水）

に開催され、本学と地域企業との連携方

針が議論されました。 

本学の地域・産学連携センター関連行事

では、8月18日（火）に「三河中央『人・

モノ・地域づくり』コンソーシアム」主

催の地元高校ならびに本学学生らによる

実践的なモノづくりの研究発表「三河地

域モノづくり実践研究発表会」が実施され、

9月26日（土）には蒲郡三高ウォッチン

グへの協力支援を行いました。 

 

＊＊＊連絡・お問い合わせ先＊＊＊ 

地域・産学研究協力室 

E-mail：chiiki@aut.ac.jp 

Tel:0533-68-1304(内線：2122） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業中に教員から受講している学生

へ直接通知されます。 

エラーが表示される等、視聴時のトラ

ブルにつきましてはメディア基盤セン

ターまでお知らせください。 

Koka TIMES 平成 27 年 10 月 1 日（第 16 号）

地域・産学連携センター 

メディア基盤センター 

総合教育センター 
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○バートン＆サウスダービシャーカ

レッジ（イギリス）研修 

夏期休暇の1ヶ月間、イギリス・バート

ン＆サウスダービシャー大学で短期留学

研修を行いました。現地ホストファミリー

と生活をしながら、午前中は大学で授業、

午後は現地学生と交流を深めました。さら

に週１度は異文化を体験するため、オック

スフォード、ストラットフォード、ロンド

ン、リバプールの各地を訪れました。 

参加者からは、「現地の教員もホーム

ステイ先のファミリーもとても優しく

親身に接してくれた。」「食べ物は人によっ 

 

 

 

 

愛知工科大学および愛知工科大学自

動車短期大学は、文部科学省所管の大学

法人であることから、私立学校法を遵守

することを基本としています。 

 平成26年度決算が承認されたことか

ら、この法令に基づいた財務状況につい

てお知らせをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て好き嫌いがあるが、自分には料理が合

わなくて大変だった。」「恵まれた環境で

異文化に触れる良い機会だった。」といっ

た感想が聞かれ、充実した海外研修であ

ったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○奨学金新規採用者について 

 本学における奨学金採用者数は、下

記のとおりです。昨年と比較すると、

大学院、大学、短期大学ともに増加し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学務課 

事務局 

お知らせ 

Ａ Ｕ Ｔ 

 

INFORMATION 

平成 27 年度奨学金等新規採用者数実績（8月 31 日現在） 

奨学金等の種類 大学院 大学 短期大学 

日本学生支援機構奨学金 
第一種 ０ １７ １２ 

第二種 ０ ４７ ４９ 

学校法人電波学園奨学金（恒学基金） ０ ２ ５ 

授業料免除 ２ １９ ７ 

教育ローン利子補給奨学金 ０ ２ ０ 

ファミリー奨学金 ― ３ ２ 

学修奨学金 ― ５ ４ 
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3 月 21日（土）～29日（日）、「～ロ

ボットと未来の夢～瀬戸蔵ロボット博

2015」が瀬戸市蔵所町の瀬戸蔵ミュージ

アムで開催され、電子制御・ロボット工

学科のロボット技術を展示しました。こ

の展示は 2005 年の愛・地球博の会場と

なった瀬戸市が、開催 10 周年を記念し

て企画し、ロボット開発を行っている地 

 

 

 

 

中部クリエイティブ業界フェスタ 2015

が3月24日（火）に開催され、プログラ

ミング研究部および情報メディア学科 

實廣貴敏研究室の成果を出展しました。 

 プログラミング研究部は、これまでに

制作した Kinect ゲーム、Android や PS 

VITAのゲームアプリ、iPad絵本「カラク 

 

 

 

 

3 月 25 日（水）、26 日（木）に名古屋

市の吹上ホールで開催された「未来展

2015」で本学における研究成果を展示し

ました。 

この展示会は中部地区の産業の振興、

企業経営の支援を目的に行われ、未来の

先端テクノロジーをメインテーマにし

たもので、多くの企業ならびに大学や研

究機関が参加しました。 

 本学展示コーナーの小塚研究室、宇野

研究室、板宮研究室、荒川研究室、舘山

研究室、斎藤研究室の各ブースには、地

元企業や一般市民の方々が訪れました。 

今後も幅広く本学の研究開発を展示

していく予定ですので是非ご参加くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元企業、大学の技術を地域の方々に体感
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ット、医療シミュレーションロボット、
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様々な技術に触れることを通して、子

供から大人まで興味を持っていただ
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州瓦 永坂杢兵衛』」を展示しました。 
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iPad用学内案内アプリ、歩くと鳴る楽器
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 多くの方に遊んでいただき、大変好評
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く予定です。 
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学科・サークルなどが、展示会で技術や作品を紹介 

大学での「ものづくり」「研究」を知っていただく 

ニュース＆トピックス 

Ａ Ｕ Ｔ 

（平成 27年 3月～9月） 

NEWS&TOPICS 

瀬戸蔵ロボット博 2015 

宇宙ロボットやドローンを展示 

中部クリエイティブ業界フェスタ 2015 

学生制作のゲームを出展 

未来展 2015 

ロボット、ＩＴＳなどの研究を紹介 
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3 月 5 日（木）～7 日（土）に第 11

回種子島ロケットコンテストが行われ、

本学のSTELA（宇宙技術研究部）の部員

10名（2年2名、1年8名）がペイロー

ド部門（CanSat）に参加しました。ペイ

ロード部門は、50mの高度から自作した

ロボットを投下し、その後、飛行または

走行して、あらかじめ指定した目標地点

の近くに到着できるかを競う競技です。 

種子島への移動を予定していた3月4

日（水）は、桜島の噴火による降灰で搭

乗予定の飛行機が欠航。仕方なく大会当

日の朝、種子島入りとなり、学生たちは

一息つく間もなく受付・機体審査を行い

ました。そして午後からの技術発表会で

は、ペイロード部門に参加する 30 チー

ムのプレゼンがあり、本学学生も堂々と

発表をしました。 

2日目は未明から雨。前日にモータの

不具合が見つかり、徹夜で交換・調整。 

 

 

 

 

4月 25日（土）、電子制御・ロボット

工学科では、レクリエーション大会を実

施しました。春の爽やかな風を感じなが

ら、全学年でサッカー、テニス、卓球に

汗をかき、先輩後輩の隔たりなくスポー

ツを楽しみました。大会後は、教員も加

わったバーベキューで親睦を深めました。 

また、情報メディア学科では、5 月 9

日（土）に全学年の有志が参加してレク

リエーション大会が行われました。バレ

ーボールで爽やかな汗を流し、先輩・後

輩の親睦を深めました。また、新入生歓

迎ビンゴ大会も行われ、こちらもさらに

盛り上がっていました。 

 

 

 

 

 平成 27年 5月 11日（月）、課外活動

において特に優秀な成績を修め、課外活

動の振興に功績があった学生（団体）を

学長より表彰する、学生表彰授与式が執

り行われました。 

  

 

 

さらに本番直前に回路基板のトラブル

が発生して、現場で交換。トラブル対

処に追われての競技開始となりました。

競技では、気球から投下された機体が

パラシュートで無事着地。しかし、機

体にパラシュートが絡まり、そのまま

引きずって走行を開始しました。雨の

影響で芝が重く、厳しい条件での走行

でした。それでも学生の期待を背に、

走行を続けましたが、引きずるパラシ

ュートが負担となり、ついにストップ。

決して満足のいく走行ではありません

でしたが、他チームも雨の影響でトラ

ブルに見舞われ、走行できなかった機

体もいくつかある状況から、健闘の走

行でした。 

3日目は、表彰式と交流会が行われま

した。本学は、ペイロード部門で準優勝

を獲得。4年前に初参加で技術賞受賞以

来の受賞でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回表彰されたのは、STELA（宇宙技

術研究部）の学生です。宇宙技術研究部

は、平成27年 3月に第11回種子島ロケ

ットコンテストのペイロード部門で準

優勝となったことが評価されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今大会は 1 年生が主体で製作しまし

たが、その結果に自信を持てたようです。

3 日間を通して他大学との交流もあり、

実りのある大会となりました。 
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新聞やテレビでも取り上げられたiPad

絵本アプリ、カラクリBOOKS「竹島と俊成

さん」（愛知県蒲郡市の話）、「三州瓦

永坂杢兵衛」（愛知県碧南市の話）を制

作したプログラミング研究部が、今回は、

ボランティア団体カラクリBOOKS（代表：

筒井潔氏）に協力して、すでに公開されて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 16日（木）、新入生学外研修を

実施しました。この研修は、協同学習の

一環で、大学近隣企業 12 社（蒲郡市、

幸田町、西尾市）の工場を見学し、三河

湾と竹島を臨むホテルで昼食とグルー

プ討論を行いました。 

グループ討論では、工場見学を通して

の意見交換と総括を、引率した在学生も 

 

 

 

 

 

4月17日（金）、本学の自動車棟におい

て、スズキ販売会社グループの新入社員

研修会を行いました。 営業職として今春

採用された新入社員 34 名（男子 21 名、

女子13名）が、本学で自動車の基本構造

や仕組み、点検整備の仕方を学びました。 

スズキ販売会社では、営業職の4人に

1人が女性社員を占めています。女性で

あっても、男性社員同様に正しい自動車

知識の習得こそが、安全にクルマをご利

用いただくための必要不可決であるこ

とから実施されました。 

講師を務めた自動車工業学科の教員

7名は、販売会社の大切な新入社員をあ

ずかり、身の引き締まる想いで指導にあ

たりました。 

 

 

 

 

いるiPadアプリ「新美南吉物語」「山崎

延吉物語」（愛知県安城市の話）をAndroid

アプリへ移植しました。 

移植といっても簡単ではなく、画面のアス

ペクト比、プログラミング言語などの違いが

多く、よく似たフレームワークが存在しても

機能が一致しないなどの問題がありました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

交えて行いました。活発な意見交換後、

代表グループが、それぞれの工場の概要

や、見学を通して得た新たな知見などを

発表しました。 

新入生は、研修を通じて、友達づくり

や、教職員・先輩との交流を図ることが

できたようです。研修後には、竹島やヨ

ットハーバを散策しました。 

 

 

 

 

 

 研修は、講義による自動車の構造を学

んだ後、実車でさらに理解を深め、簡単

なトラブル対処法も体験していただきま

した。 

 受講者からは、「この研修を通じて、

営業職としてお客様への対応に自信が

つきました」（男性）、「組み上げてエン

ジンがかかったときはとても感動しま

した。サービスエンジニアの方を改めて

尊敬します」（女性）など、サービスエ

ンジニア（整備士）との信頼や関わりが、

今後の取り組み（仕事）に大切であるこ

とも学んでいただけたようです。 

受講アンケートでは、新入社員の皆様

からたいへん嬉しい感謝の言葉をいた

だきました。 

 

 

 

 

そこで、アスペクト比を守るよう画面の使

い方やプログラムを工夫し、ほぼ同じ見た

目のアプリを完成させることができました。 

絵をタッチすると、楽しいカラクリが

出てくる絵本アプリです。iPad、Android

ともに無料です。ぜひ、ダウンロードして

お楽しみください。 
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カラクリ BOOKS を Android へ移植に成功 
「新美南吉物語」「山崎延吉物語」無料公開中！ 

協同学習の一環で社会研修を実施 

スズキ販売会社グループの 

新入社員研修を行いました 
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○バートン＆サウスダービシャーカ

レッジ（イギリス）研修 

夏期休暇の1ヶ月間、イギリス・バート

ン＆サウスダービシャー大学で短期留学

研修を行いました。現地ホストファミリー

と生活をしながら、午前中は大学で授業、

午後は現地学生と交流を深めました。さら

に週１度は異文化を体験するため、オック

スフォード、ストラットフォード、ロンド

ン、リバプールの各地を訪れました。 

参加者からは、「現地の教員もホーム

ステイ先のファミリーもとても優しく

親身に接してくれた。」「食べ物は人によっ 

 

 

 

 

愛知工科大学および愛知工科大学自

動車短期大学は、文部科学省所管の大学

法人であることから、私立学校法を遵守

することを基本としています。 

 平成26年度決算が承認されたことか

ら、この法令に基づいた財務状況につい

てお知らせをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て好き嫌いがあるが、自分には料理が合

わなくて大変だった。」「恵まれた環境で

異文化に触れる良い機会だった。」といっ

た感想が聞かれ、充実した海外研修であ

ったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○奨学金新規採用者について 

 本学における奨学金採用者数は、下

記のとおりです。昨年と比較すると、

大学院、大学、短期大学ともに増加し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学務課 

事務局 

お知らせ 

Ａ Ｕ Ｔ 

 

INFORMATION 

平成 27 年度奨学金等新規採用者数実績（8月 31 日現在） 

奨学金等の種類 大学院 大学 短期大学 

日本学生支援機構奨学金 
第一種 ０ １７ １２ 

第二種 ０ ４７ ４９ 

学校法人電波学園奨学金（恒学基金） ０ ２ ５ 

授業料免除 ２ １９ ７ 

教育ローン利子補給奨学金 ０ ２ ０ 

ファミリー奨学金 ― ３ ２ 

学修奨学金 ― ５ ４ 
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3 月 21日（土）～29日（日）、「～ロ

ボットと未来の夢～瀬戸蔵ロボット博

2015」が瀬戸市蔵所町の瀬戸蔵ミュージ

アムで開催され、電子制御・ロボット工

学科のロボット技術を展示しました。こ

の展示は 2005 年の愛・地球博の会場と

なった瀬戸市が、開催 10 周年を記念し

て企画し、ロボット開発を行っている地 

 

 

 

 

中部クリエイティブ業界フェスタ 2015

が3月24日（火）に開催され、プログラ

ミング研究部および情報メディア学科 

實廣貴敏研究室の成果を出展しました。 

 プログラミング研究部は、これまでに

制作した Kinect ゲーム、Android や PS 

VITAのゲームアプリ、iPad絵本「カラク 

 

 

 

 

3 月 25 日（水）、26 日（木）に名古屋

市の吹上ホールで開催された「未来展

2015」で本学における研究成果を展示し

ました。 

この展示会は中部地区の産業の振興、

企業経営の支援を目的に行われ、未来の

先端テクノロジーをメインテーマにし

たもので、多くの企業ならびに大学や研

究機関が参加しました。 

 本学展示コーナーの小塚研究室、宇野

研究室、板宮研究室、荒川研究室、舘山

研究室、斎藤研究室の各ブースには、地

元企業や一般市民の方々が訪れました。 

今後も幅広く本学の研究開発を展示

していく予定ですので是非ご参加くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元企業、大学の技術を地域の方々に体感

してもらうよう企画されたもので、連日

多くの来場者がありました。 

本学ブースにおいては、宇宙探査ロボ

ット、医療シミュレーションロボット、

ドローン、教材用ロボットなどを展示。

様々な技術に触れることを通して、子

供から大人まで興味を持っていただ

きました。 

 

 

 

リBOOKS蒲郡『竹島と俊成さん』、碧南『三

州瓦 永坂杢兵衛』」を展示しました。 

 また、情報メディア学科 實廣研究室は、

iPad用学内案内アプリ、歩くと鳴る楽器

アプリを展示しました。 

 多くの方に遊んでいただき、大変好評

を得ました。今後も、このような出展が

できるよう、新たなアプリを開発してい

く予定です。 

 

 

○小塚研究室・ITS 研究所 

運転中や歩行中の人間の視線・動作

についての計測・解析など 

○宇野研究室 

近距離無線を使った交差点安全支援、そ

のためのカーナビとスマホの連携など 

○板宮研究室 

バーチャルリアリティによる自動車運

転時の災害状況シミュレーションなど 

○荒川研究室 

発作・急病での大事故を防ぐ、ドライ

バー状態の検出・推定・制御など 

○舘山研究室 

学習探索ロボットシステム、産業シス

テムのシミュレーション技術など 

○斎藤研究室 

マルチローターヘリコプターの自動

操縦、没入型操縦など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Koka TIMES 平成 27 年 10 月 1 日（第 16 号）

学科・サークルなどが、展示会で技術や作品を紹介 

大学での「ものづくり」「研究」を知っていただく 

ニュース＆トピックス 

Ａ Ｕ Ｔ 

（平成 27年 3月～9月） 

NEWS&TOPICS 

瀬戸蔵ロボット博 2015 

宇宙ロボットやドローンを展示 

中部クリエイティブ業界フェスタ 2015 

学生制作のゲームを出展 

未来展 2015 

ロボット、ＩＴＳなどの研究を紹介 
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ＶＲクリエイティブアワードは、ＶＲ

（バーチャルリアリティ：人工現実感）

領域の協働を創造する一般財団法人

ＶＲコンソーシアムが、ＶＲ業界を牽

引するＶＲ作品やクリエイターを発

掘し、認知度向上や活動の支援などを

目的に開催するもの。今回は、応募総

数140点の中から6点が入賞しました。 

 

 

 

 

津波や高潮、豪雨などの水害が想定さ

れる場所で、周囲360度の浸水状況を疑

似体験できるスマホ用アプリを板宮研究

室が開発。スマホに簡易型ヘッドマウン

トディスプレイを装着し、スマホのカメ

ラで映すリアルタイムな風景や事前に撮

影した360度画像に、3D-CGでリアルな水

面を重ねて表示します。水位が高くなる

方向を向くと「この先危険！」と表示さ

れ、現在地の水害発生状況を直感的に理

解でき、防災意識の向上に役立ちます。 

5月31日（日）、蒲郡市拾石地区におい

て、住民を対象に実証実験を行いました。

アプリを体験した市の防災担当者や町内

会の皆さんは、自宅の周辺や公園、川沿 

 

 

 

 

 

 

6月に改正道路交通法が施行され、自

転車の交通ルールが見直されました。そ

こで、テレビ局より改正された点をわか

りやすく解説するため、実験検証の依頼

がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞作品の「津波体験ドライビング

シミュレーター」は、ヘッドマウント

ディスプレイとハンドル／ペダルを

用いて、市街地を運転中に津波に遭遇

した際の状況を疑似体験できます。各

審査員は、「津波の怖さを誰もが体験

できる秀逸なコンテンツ」「メッセー

ジ性がある」「忘れられた災害が、他

人事ではなく自分の事として伝わっ

てくる」と評価しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

いなどを訪れて表示内容を確かめながら、

身近にある危険な場所を確認していまし

た。参加者からは、「災害の怖さが改めて

実感できました。子どもの遊び場にも危

険があることが分かったので、子どもた

ちと避難場所などを話し合っておきたい

です。」との声も聞かれました。この様子

は、ＮＨＫ「ニュース 7」、朝日新聞で紹

介されました。 

また、7月27 日（月）には、国土交通

省中部地方整備局庄内川河川事務所主催 

 

 

 

 

ＮＨＫ Ｅテレの10代向け番組「Rの

法則」では、自転車運転中のイヤホン使

用の危険性を実験検証しました。番組で

は、カナル型イヤホンを両耳に装着およ

び片耳に装着して好きな音楽を聴く場

合、どんな影響が出るか？を出演者と研

究室の学生で検証しました。 

結果、片耳であっても、後続車の認知

が遅れる、サイレンなどの音の発生方向

を左右間違うといった危険性がわかり、

イヤホンを使用しながらの自転車運転

は危険性があることを伝えました。 

また、ＢＳ-ＴＢＳ「まるわかり！日曜

ニュース深堀り」の特集企画「自転車の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のイベントで、清須市立西枇杷島小学校

の5年生60名が、アプリを体験しました。

東海豪雨（2000年9月）から今年で15年。

被災経験のない小学生に、浸水状況を疑

似体験させ防災喚起を図りました。アプ

リを用いて校庭を見ると、浸水域が実際

の風景に重なって表示されます。児童た

ちは「みんなが水に浸かってて、すごく

怖かったです。」「水害に備えたいです」

などと話していました。この様子は、Ｎ

ＨＫテレビ「午後のニュース」「ほっとイ

ブニング」などで紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

危険運転」においても、小塚教授と研究室

の学生が「自転車運転中のイヤホン使用に

ついて」実験検証し、視線の動きなどの解

析結果から、周囲の音が聞こえないだけで

なく視覚にも影響がでることがわかり、イ

ヤホン装着運転の危険性を伝えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 情報メディア学科 板宮研究室 

ＶＲクリエイティブアワード 2015 

インタラクティブ部門賞を受賞 

「アプリで水害体験」 

地域防災にも貢献 

3. 情報メディア学科 小塚研究室 

道路交通法改正に伴い 

テレビ各局より実験検証の依頼 

ＮＨＫ「Ｒの法則」（6 月 29 日放送） 

ＢＳ-ＴＢＳ「まるわかり！日曜ニュース深堀り」

（8月23日放送） 
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今日、教育方法のパラダイムシフトが

着実に進行しており、センターは「自立

と夢の実現」という AUT 教育の目標達成

に向けて、教育改革推進の核となり、各

学科、各センター、学務部および短大と

連携して活動しています。授業では、教

員からの知識伝達型から、学生の自主的

学びへ協同学習スタイルを取り入れて知

識の定着を図るように取り組んでおりま

す。大学での学びを円滑に行うには、数学

や物理、化学、英語といった共通基礎科目 

 

 

 

 

昨年6月に「三河中央『人・モノ・地域

づくり』コンソーシアム」が発足して1年

が経ちました。本コンソーシアムは蒲郡市

と幸田町ならびに本学の地域・産学連携

センターが密接に連携し、三河地域での

今後の「ものづくり人材の育成」を目的

とし、「大学の活用」「保有機器の公開」

を積極的に展開しています。 

本コンソーシアム推進協議会の下に

2つの専門部会（人材育成専門部会と大

学活用・地域連携専門部会）を設置して

おり、大学活用・地域連携専門部会会長

の大西地域産学連携センター長を筆頭

に半田機械システム工学科准教授、田宮

電子制御・ロボット工学科准教授が参画、

蒲郡市、幸田町から1名、蒲郡商工会議 

 

 

 

 

○授業録画配信システム運用開始！  

「やむをえず欠席してしまった授業

を後日受けたい。」「授業中に理解できな

かった説明をもう一度聞きたい。」「試験

前に授業内容の再確認をしたい。」この

ような学生の皆さんの要望に応えるべ

く、工学部では学生の自主的な学びの実

現のために、一部の授業を録画し視聴で

きるシステムを平成 27 年度前期より導

入しました。 

録画した授業内容は大学内のサーバー

に蓄えられ、学内のパソコン、持込みの

ノートパソコンやスマートフォン、また、 

 

 

をよく理解していることが前提となりま

すが、誰もが難無く勉学に耐えて行ける

わけではありません。センターの学習支

援では、一人ひとりの学力レベルや目標

に応じて、基礎科目を納得行くまで学ぶ

ことができます。逆に高度な内容を深く

学習したいというチャレンジ精神の高い

学生にも対応して支援しています。 

9 月より英語教育担当の江口朗子准教

授が着任されました。英語を学ぶときの

習得過程の研究が専門ですので、その成 
 

 

 

  

所、蒲郡鉄工会、幸田町商工会からも1名

ずつご参加を頂いています。 

 7月2日（木）には幸田町の「幸田もの

づくり研究センター」が本学のテクノゆめ

トピア館3階に開設され、ものづくり人材

育成、改善インストラクター育成、経営改

善指導、起業・新産業創生支援等の推進を

予定しています。すでに、ものづくり改善

インストラクター育成スクール事業が9月

から12月にかけて延べ17日の予定で開始

され、地元企業の方々が参加されています。

本研究センターの取組み内容については、

http://2015kmrc.weebly.com/をご覧く

ださい。 

蒲郡市とは連携による新技術・新ビジネ

スの促進を目的とした、がまごおり産学官 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅にインターネット環境があれば自

宅のパソコンでも視聴する事ができま

す。ぜひ日々の学習にお役立てください。 

授業カタログのＵＲＬおよび視聴に

必要なＩＤとパスワードは、対象科目の 

 

 

果を活かした教育で皆さんの英語学習に

も弾みがつくものと期待しております。 
また、センターには米国人教員が常駐し

ていますので、多くの学生が英会話の個

別指導を楽しそに受けています。 

東三河・浜松地区高大連携協議会主催

のラーニングフェスタ2015では、安井講

師が科学的筋力トレーニングの講演を行

い、関心を引きました。FD 講演や各種

セミナーなどを通じて、さらなる授業改

革に取り組んでいます。 
 

 

 

 

ネットワーク会議の総会が8月5日（水）

に開催され、本学と地域企業との連携方

針が議論されました。 

本学の地域・産学連携センター関連行事

では、8月18日（火）に「三河中央『人・

モノ・地域づくり』コンソーシアム」主

催の地元高校ならびに本学学生らによる

実践的なモノづくりの研究発表「三河地

域モノづくり実践研究発表会」が実施され、

9月26日（土）には蒲郡三高ウォッチン

グへの協力支援を行いました。 

 

＊＊＊連絡・お問い合わせ先＊＊＊ 

地域・産学研究協力室 

E-mail：chiiki@aut.ac.jp 

Tel:0533-68-1304(内線：2122） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業中に教員から受講している学生

へ直接通知されます。 

エラーが表示される等、視聴時のトラ

ブルにつきましてはメディア基盤セン

ターまでお知らせください。 

Koka TIMES 平成 27 年 10 月 1 日（第 16 号）

地域・産学連携センター 

メディア基盤センター 

総合教育センター 
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「研究から部活まで・・・・・・・

各種ものづくりを支援します！！」 

を合言葉に、本学での卒業研究・サー

クルや部活動の支援と並行して、広く

地域社会に開かれた「ものづくり工作

センター」を目指して活動を展開して

います。 

本年度は、1 号館 1 階のものづくり

工作センターに最新鋭のバンドソー

マシンが設置されました。（写真参照） 

これにより、金属加工がより楽になり

ました。 

 

 

 

○6号館閲覧室の変更について 

東側：新聞・雑誌コーナー 

6 号館閲覧室の入口近くに、新聞、雑

誌などを気軽に閲覧できるコーナーを

設けました。この区画に限り、蓋付きの

飲料の持込みを可とします。但し食品の

持込み、館内での食事は禁止です。 

西側：ラーニングコモンズ 

6 号館閲覧室の奥にもグループ学習

向けのラーニングコモンズを設置しま 

 

 

 

 

就職活動の早期化を是正して学生の

学習環境を確保する必要から、就職活動

の解禁は12月から 3月に、採用試験の

開始は4月から8月へとそれぞれ繰り下

げられました。また、内定日はこれまで

通り10月 1日としていますので学生に

とっては短期の決戦となりました。本学

の 8 月末調査では 65％の学生が内定を

いただき、7月末でも既に50％の学生が

内定を保有しておりました。本学が実施

したアンケートでは、今回の日程変更を

企業が「守っている」「ある程度守って

いる」と答えた学生は 47％です。さら

に、後ろ倒しによって余裕ができた時間

の活用では、「学習や研究」と答えた学

生は43％となっております。「学習や研

究以外」と答えた中身はアルバイトと就

職活動に費やしている学生が大半を占

めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他に、ものづくり工作センターには、

木材の加工・電子工作等ができる設備も

備えています。 

また、6号館1階の機械工作室には金属 

 

 

 

した。4 号館同様、講義や自習等にご

活用ください。学会発行の学術雑誌、

外国雑誌も西側奥にあります。 

ラーニングコモンズ、新聞・雑誌コー

ナーの設置に伴い、他の利用者の迷惑

にならない場合に限り 6 号館閲覧室で

の会話を可とします。 

4 号館、6号館ともに、講義で使用し

ている時間は、自習をご遠慮いただく

場合があります。電子掲示板の案内を 

 

 

 

3 月解禁の足並みは揃いましたが、

採用試験の日程は各社バラバラで、こ

れまでの大手企業⇒中堅企業⇒中小

企業の応募順序が崩れ、中堅・中小企

業が先行する形で始まりました。企業

ではリクルータによる面談などの学

生の囲い込みが進み、内定辞退を危ぶ

む企業では、新語となった「オワハラ」

による学生への内定承諾の強要など

も指摘されました。一方で、後ろ倒し

となったことで、インターンシップを

積極的に受入れて採用活動の母集団

形成を促進する企業の動きは、本来の

目的とは異なっても、学生の業界・企

業研究や職業体験の機会が増加した

ことにもつながっております。 

また、グローバル人材の増加をねら

いとした留学生の帰国時期（6 月）に

配慮した採用試験日程では一定の成

果があったとも言われております。 

 

 

加工を行うための旋盤・フライス盤・

ボール盤等が数多く設置され、こちら

もよく利用されています。 

なお、本年度の「工作機械・電動工

具取扱い安全講習」は、7 月 3 日から

9月 4日の間で 4回実施され、延べ 18

名の学生に修了証を発行しました。 

 今後も、ＡＵＴ祭(大学祭)、蒲郡市

のごりやく市、商工会議所からの依頼

講座等への支援・協力を行う予定とな

っています。ものづくり工作センター

を気軽にご利用ください。 

 

 

 

ご確認下さい。 

○新規受入図書 

平成27年度、8月までに 47点の新規

図書を受入れました。また 10月までに

図書、視聴覚資料、楽譜等約 105点が入

ります。新着図書は書架番号 3番に配架

いたします。どうぞご利用下さい。 

○図書館開館時間 

平日 9：00～20：30 

土曜 9：00～17：00 

 

 

 

中部学生就職連絡協議会連合会「大

学と企業の就職研究会」における一部

会では、昨年までの 12 月解禁 4 月選

考開始を支持する関係者が圧倒的で、

次いで、今年の 3月解禁はそのままに

して、6 月辺りの選考開始を望む声が

多かったようです。 

 まだ未内定の学生もいることから、

就職活動の後半戦に向けてのスケジ

ューリングと、ミスマッチのない就職

活動を支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリアセンター 

図書館 

ものづくり工作センター 

■ 就活2016 序盤戦を振り返る 
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愛知工科大学は、その使命「学園建学

の精神に則り、未来を創る夢に挑み、夢

の実現によって社会に貢献する」に則し

て教育目標を「自立と夢の実現」と定め、

学生一人ひとりが自らを変え、それぞれ

の「自立と夢の実現」に向けて成長し続

けるエンジニアとなるよう教育に取り組

んでいます。 

そのための取り組みの総体が AUT 教

育です。その特色は、確かな土台（総合

力と実践力）と優れた職能（設計力と製

作力）を併せ持つ人材の育成を、教育の

原点（教員と学生の信頼）と工学の原点

（工学は必要に発し、必要に応える学

問）に立って行うところにあります。前

者については、教員自らが教育指針「心

を磨き、技を極め、夢に挑む」の体現者

になるべく努めることによって、また後

者については、企業と連携した実践的教

育によってそれぞれ行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

機械システム工学科 荒川俊也准教授

の投稿論文が「産業応用工学会 2014 年

度論文賞」を受賞しました。 

産業応用工学会は、製品化を視野に入

れた応用研究からプロトタイプの製作、

製品開発までを領域とし、その領域にお

ける研究、開発を推進する学会において、

産業応用工学会論文誌に掲載された論

文「出会い頭衝突防止立体音響警報の認

知判断に基づく効果検証」が産業の発展

に多大な貢献をしたと認められ授与さ

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AUT教育が動き出してまだ3年であり、

「かえる大学」を標榜し、「学生を変え

る、学生が変わる」ことを目標に試行錯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤で進んでいますが、手応えは少しずつ

ながら得られつつあります。 

今後の成果にご期待下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

刈谷市の企業、ケーアンドエス社とス

テアリング一体型連続血圧計測システム

を開発し、中日新聞に掲載されました。 

本システムは、ステアリングをしっか

りと握った状態で血圧と心拍を連動的に

測定できるシステムです。日々の体調管

理などのヘルスケア用途だけでなく、血

圧を基にしたドライバ状態検出・推定・

制御システムなど、予防安全システムへ

の展開も期待されます。 

今後は、本システムの車載適用を意識

して研究開発を進めていく予定です。 

Koka TIMES 平成 27 年 10 月 1 日（第 16 号）

1. 機械システム工学科 荒川研究室 

今、工科大の研究室が熱い！ 

新聞・テレビが取材した３つの研究室 
研究

室発

産業応用工学会 

2014 年度論文賞を受賞 

運転中に血圧測定 

連続血圧計測システム 

「自立と夢の実現」 

本学の個性：エンジニアを育てる実践教育 
教育

改革
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 9月 27日（日）、スパ西浦モーターパ

ークで行われた 2015Ｋ耐久（軽自動車

耐久）東海シリーズ 第4戦 4時間耐久

レースに2台のアルトで参戦し、優勝と

4位入賞の好成績を挙げました。 

 参戦したのはＫＮＮクラス（ノーマル

クラス）。エンジンの改造ができないため、

ノーマルでの性能をいかに引き出すかが

勝利のカギとなります。2 台のアルトは、

学生の手によるエンジンをオーバーホー

ルした調整と、ドライバー学生の運転技

術を加味した足回りセッティングで、バラ

ンスの良い車に仕上げました。 

 当日の天気は曇り。路面はドライと絶

好のコンディションで予選（1周のタイム

を競う）がスタート。カーナンバー⑬ア

ルト 1 号は安定した走りで 1’10.664 の

タイム、2位のスタート位置になりました。 

 

 

 

 

アメリカ・ネバダ州ブラックロック砂漠

で行われた ARLISS（A Rocket Launch for 

International Student Satellites）2015は、

ロケットから放出されたローバ（ロボット）

が自律的に降りて走行し、ゴールを目指す

大会です。9月13日（日）～18日（金）、

東京大学、東京工業大学、慶応大学、ソ

ウル大学、カイロ大学、カリフォルニア

大学など国内外17大学26チームが参加

して行われ、本学のSTELA（宇宙技術研

究部）は5回目の出場をしました。 

 大会初日、風が強く一時は砂嵐。この

ため、ロケット打ち上げを見送りました。 

2日目、前日からの強風が続く中、打ち

上げるチームもありましたが、ロケット

のトラブルや、風に流されてロストする

トラブルが続出。そこで、本学チームは、

打ち上げを断念し、急遽、材料を調達し

てこの風に合った新規のパラシュートを徹

夜で製作しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

カーナンバー⑫アルト2号は、混戦から

他車と接触してスピン、体制を立て直し

て再チャレンジし、1’11.841のタイム

で4位のスタート位置でした。 

決勝は4時間中3分間のピットインを

必ず4回行うルール。わずか3分ですが、

ピットイン中に走行する他車と、およそ

3周差がつくため、3分を超える作業時間

を極力縮めることが勝負のカギでした。 

決勝、2台は好位置からのスタートで軽

快に走り出しました。レース中盤は、他

チームのピットインと、ドライバーの体

力消耗を考慮してピットインを指示。ド

ライバー交代、点検などをスムーズにこ

なし、3分でのピット作業に徹底しました。

レース後半は、他車がタイムを落とす中、

カーナンバー⑬アルト 1 号は、安定した

走りを続け、スタート直後に奪った1位 

 

 

 

 

 3日目、強風は変わりませんが、時折晴

れ間がのぞく天候でした。日程の残りが

少ないため、ロケット打ち上げを決行。

上空で放出されたローバは、風に流されて

地面に強打。その衝撃でトラブルが発生し、

パラシュートの分離ができませんでした。

学生たちがローバを回収して原因を確認

したところ、ローバを包み込むケースの再

製作が必要と判断し、急いで製作に取り掛

かりました。 

 最終日、強風が和らぎ天候回復の兆しの

中ロケットを打ち上げ。パラシュートの

展開にも成功しましたが、風に流され行方

不明に。ローバから発信される電波をた

どり捜索。すると、おかしな動きをして

いるローバを発見。ローバは、タイヤの

固定ナットの一部がはずれながらパラシ

ュートから 80m ほど離れた位置を走行し

ていました。その後、ぎこちない動きで

走り続けたローバ。ついには走行不能に 

 

 

 

 

 

 

 

  

のポジションを守り抜いてゴール。カー

ナンバー⑫アルト2号は、レース中盤に

一旦順位を落とすものの追い上げ、4 位

でゴールしました。 

昨年、2014第5戦ＫＮＣクラス（ター

ボ無しの改造範囲が少ないクラス）優勝

に続くＫＮＮクラス（ノーマルクラス）

優勝の2クラス制覇は、ドライバー、ピッ

トクルー、計測、サインボード出しなど、

全てを学生が行い一丸となって戦った

チームワークによるものです。学生のポ

テンシャルの高さに驚かされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なりましたが、走行ログデータは完全に

記録できていました。 

状況に合わせて改良・製作する決断

力・実行力が功を奏し、昨年を上回る2

位を獲得することができました。他チー

ムからは、「現地で、しかも短時間でよ

く作れるね」と感心の声が。あきらめず

に最後までやり遂げて、結果に繋がった

ことが、学生達の大きな自信になったと

思います。今後の活躍に期待です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年もスゴイ！ 

Ｋ耐久レースで優勝、ＡＲＬＩＳＳで世界２位 
CHALLENGE 

SPIRIT 

軽快な走りで昨年に続き 2 度目の優勝 

ロケットから放出の自律ロボット、世界２位 
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研 究 室 訪 問 
- 電子制御・ロボット工学科 西尾研究室 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．深宇宙通信実験機「しんえん２」 

「しんえん２」は、地球から 200 万 km 以上離れた深宇

宙との通信実験をめざした宇宙機で、九州工業大学と共

同開発しました。直径約 50 センチの多面体の形を持ち、

質量は約 17 kg です。惑星探査機「はやぶさ２」の小型

副ペイロードとして 2014 年 12 月に打ち上げられ、太陽

を周回する軌道に投入されました。搭載された送信機の

送信電力は 0.8 W と、少し前の携帯電話の送信電力と同

じ程度です。地球に到達する電波は「しんえん２」が地

球から離れるにしたがい、距離の二乗に反比例して急激

に弱くなります。通信方法を工夫し、地球から 230 万 km

の距離（地球と月の距離の約 6 倍）まで信号を捉えるこ

とに成功しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究室は、今年 4 月に発足しました。航空宇宙の中

心地・愛知県において、新たな宇宙への挑戦を始めよう

と考えています。作ってみたい、使ってみたい、見てみ

たい、など宇宙に興味を持ったら一緒に挑戦しましょう。

<超小型衛星による宇宙への挑戦＞ 

2003 年、東京大学の XI-IV、東京工業大学の CUTE-1 を

含む 6 機のキューブサット（10 センチ立方の超小型人工

衛星）がロシア共和国プレセック宇宙基地から打ち上げ

られました。日本の 2機はその後 10 年以上宇宙で動き続

けています。 

世界初となる成功から2年後の2005 年、既存の人工衛星

を利用して地球大気の観測を行っていた私たちの研究グル

ープも、独自衛星の開発をスタートさせました。2010 年に

は 1号機 KSAT（愛称、ハヤト）を学生と地元企業の人たち

とで作り上げ、HⅡ-A ロケットにより打ち上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

この衛星を含め、私たちの研究・開発グループは、こ

れまでに計 6 機の衛星の開発に関わってきました。以下

では、そのうちの３つ（KSAT、KSAT2、および「しんえん

２」）について紹介します。 

 

１．キューブサット KSAT、KSAT2 の開発 

KSAT は、1辺 10 センチの立方体にパンタグラフ式の伸

展ブームを取り付けた形を持ち、質量は 1.48 kg です。

金星探査機「あかつき」の小型副衛星として 2010 年 5 月

に打ち上げられ、高度 300 km の円軌道に投入されました。

KSAT は、放送衛星からやってくる電波の周波数に近い 13 

GHz という周波数の電波で地上との通信を行うことに、超

小型衛星で初めて挑戦。衛星から送られてくる電波を捉

えることには成功しましたが、当初の目的である大気の

観測には至りませんでした。 

KSAT2 は、KSAT の結果を徹底的に分析し、改良を加えて

開発しました。KSAT2 は、地球観測衛星 GPM の小型副衛星

として 2014 年 2月に打ち上げられ、高度378 km の円軌道

に投入されました。この衛星では、設定した 7 つの任務の

うち 5 つを達成できました。この中には、超小型衛星では

世界で初めてとなる 2 つの成果（13GHz での通信成功、地

上-衛星間の信号同期運転の 2つ）が含まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西尾正則 
教授・博士（工学） 
 

［専門] 宇宙電子工学／大気科学／ 

宇宙科学／電波天文学 

［経歴] 名古屋大学空電研究所 

国立天文台電波天文学研究系 

鹿児島大学理工学研究科 

 

Profile 

KSAT KSAT2 

しんえん２ 



 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度（後期） 行事予定表 
※学内における諸事情により、予定を変更することがあります。 
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大学 
 

行 事 日 程 

10 

月 

防災訓練 9日（金） 

教育懇談会 5日（月）～16日（金）

AUT祭（大学祭） 10日（土）、11日（日）

12 

月 

１級課程 企業説明会 3日（木）、4日（金） 

学生冬期休業 24日（木）～ 

1 

月 

学生冬期休業 ～6日（水）

定期試験 25日（月）～ 

2 

月 

定期試験 ～1日（月）

4年 卒論提出期限 1日（月） 

成績発表 10日（水） 

3年 卒研ガイダンス 10日（水） 

4年 卒業研究発表会 12日（金） 

3 

月 

4年  卒業判定結果発表 7日（月） 

卒業証書・学位記授与式 14日（月） 

 

短大 
 

行 事 日 程 

10 

月 

防災訓練 9日（金） 

教育懇談会 5日（月）～16日（金） 

1年 就職模試① 16日（金） 

AUT祭（大学祭） 10日（土）、11日（日） 

1年 CS教育講座 30日（金） 

2年 社会研修 30日（金）、31日（土） 

11 

月 

1年 面接指導 13日（金） 

１年 就職模試② 27日（金） 

12 

月 

1年 学内企業説明会 3日（木）、4日（金） 

2年 定期試験 8日（火）～10日（木） 

1年 中古自動車査定士試験 9日（水） 

2年 成績発表 16日（水） 

学生冬期休業 24日（木）～ 

1 

月 

学生冬期休業 ～6日（水） 

1年 定期試験 28日（木）～  

2 

月 

1年 定期試験 ～3日（水） 

1年 成績発表 8日（月） 

1年 販売士検定試験 17日（水） 

2年 卒業判定結果発表 22日（月） 

3 

月 

卒業証書・学位記授与式 14日（月） 

2年 整備士登録試験 20日（日） 

 

大学院 
 

行 事 日 程 

10 

月 

防災訓練 9日（金） 

教育懇談会 5日（月）～16日（金）

AUT祭（大学祭） 10日（土）、11日（日）

12 

月 
学生冬期休業 24日（木）～ 

1 

月 

学生冬期休業 ～6日（水）

博士：論文審査申請期限 13日（水） 

博士：審査会・公聴会 28日（木） 

2

月 

修士：論文審査申請期限 5日（金） 

修士：審査会・公聴会 16日（火） 

3 

月 
卒業証書・学位記授与式 14日（月） 

 

ＡＵＴ祭  
 

10 月10 日（土）・11 日（日） 午前10時～午後4時  大学祭のご案内 

いずれも 

観覧無料 

ハマカーン Hi-Hi 

ビックスモールン dela 2forPLANET 

10 日（土） 

★ ミッキーハウス（キッズダンス）12：30～ 

★「dela」ライブ 14：30～ 
 
11 日（日） 

★ AUT 文化講演会「君も宇宙に行ってみない？～超小型人工 
  衛星で挑む宇宙～」 講師：西尾正則 教授 

★「2forPLANET」ライブ 14：00～ 

★ じゃんけん大会 15：00～ 

★ お笑いライブ「ハマカーン」「Hi-Hi」「ビックスモールン」15：30～ 
 
両日共通 

★学科展 ★ラジコンカー走行体験 ★模擬店 ★各種ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●教育改革：本学の個性   ●今、工科大の研究室が熱い！ 

●種子島ロケットコンテストで準優勝   ●各センターからのお知らせ 

●平成 27 年度行事予定表（後期） 

Koka TIMES 
AICHI UNIVERSITY OF TECHNOLOGY 

AICHI UNIVERSITY OF TECHNOLOGY AUTOMOTIVE JUNIOR COLLEGE 

－ 心を磨き、技を極め、夢に挑む。 － 

 
平成 27 年 10 月 1 日（第 16 号）

K 耐久レース 軽快な走りで２度目の優勝 

アメリカで開催された自律ロボット大会で２位 
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愛知工科大学自動車短期大学 
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〒443-0047 
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